
第 14 講 授業力の向上 

各務友浩（岐阜県教育委員会・指導主事） 

【学習到達目標】 

・教育委員会が必要とする資質・能力について説明できる． 

・資質・能力を高めるための校内研修の方法を実践できる． 

１．これからの時代の教員に求められる資質能力 

これからの社会で求められる人材像を踏まえた教育の展開，学校

現場の諸課題への対応を図るためには，社会からの尊敬・信頼を受

ける教員，思考力・判断力・表現力等を育成する実践的指導力を有

する教員，困難な課題に同僚と協働し，地域と連携して対応する教

員が必要である．また，教職生活全体を通じて，実践的指導力等を

高めるとともに，社会の急速な進展の中で，知識・技能の絶えざる

刷新が必要であることから，教員が探究力を持ち，学び続ける存在

であることが不可欠である（「学び続ける教員像」の確立）．これ

からの教員に求められる資質能力は以下のように整理される． 

(１)教職に対する責任感，探究力，教職生活全体を通じて自主的に

学び続ける力（使命感や責任感，教育的愛情） 

(２)専門職としての高度な知識・技能 

・教科や教職に関する高度な専門的知識（グローバル化，情報  

化，特別支援教育その他の新たな課題に対応できる知識・技能を

含む） 

・新たな学びを展開できる実践的指導力（基礎的・基本的な知

識・技能の習得に加えて思考力・判断力・表現力等を育成するた

め，知識・技能を活用する学習活動や課題探究型の学習，協働的

学びなどをデザインできる指導力） 
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・教科指導，生徒指導，学級経営等を的確に実践できる力 

(３)総合的な人間力（豊かな人間性や社会性，コミュニケーション

力，同僚とチームで対応する力，地域や社会の多様な組織等と連

携・協働できる力） 

これらは，それぞれ独立して存在するのではなく，省察する中で

相互に関連し合いながら形成されることに留意する必要がある． 

２．教員に求められる資質・能力の分類 

（１）高度専門職として学び続ける教員 

今後，改めて教員が高度専門職として認識されるために，学び続

ける教員像の確立が強く求められる．このため，これからの教員に

は，自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代の変化や自らのキャリアステー

ジに応じて求められる資質能力を，生涯にわたって高めていくこと

のできる力も必要とされる． 

（２）探究心や情報の収集，活用する能力 

変化の激しい社会を生き抜いていける人材を育成していくために

は，教員自身が時代や社会，環境の変化を的確につかみ取り，その

時々の状況に応じた適切な学びを提供していくことが求められるこ

とから，教員は，常に探究心や学び続ける意識を持つこととともに，

情報を適切に収集し，選択し，活用する能力や深く知識を構造化す

る力を身につけることが求められる． 

（３）確固たる信念をもって取り組んでいく姿勢 

子供達一人一人がそれぞれの夢や目標の実現に向けて，自らの人

生を切り開くことができるよう，これからの時代に生きる子供達を

どう育成すべきかについての目標を組織として共有し，その育成の

ために確固たる信念をもって取り組んでいく姿勢が必要である． 

これからの学校教育を担う

教員の資質能力の向上につ

いて 

教員養成部会 
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（４）新たな課題等に対応できる力量を高める 

学校を取り巻く課題は極めて多種多様である．いじめ・不登

校などの生徒指導上の課題や貧困・児童虐待などの課題を抱え

た家庭への対応，キャリア教育・進路指導への対応，保護者や

地域との協力関係の構築など，従来指摘されている課題に加え，

先に述べた新しい時代に必要な資質・能力の育成，そのための

アクティブ・ラーニングの充実や道徳教育の充実，小学校にお

ける外国語活動，ICT の活用，インクルーシブ教育システムの

構築の理念を踏まえた，発達障害を含む特別な支援を必要とす

る児童生徒等への対応，幼小接続をはじめとした学校間連携等

への対応など，新たな教育課題も枚挙にいとまがなく，一人の

教員がかつてのように，得意科目などについて学校現場で問わ

れる高度な専門性を持ちつつ，これらすべての課題に対応する

ことが困難であることも事実である．そのため，教員は上記の

ように新たな課題等に対応できる力量を高めていく必要がある． 

（５）組織的，協働的に諸課題の解決のために取り組む専門的

な力 

一方で学校は，「チーム学校」の考え方のもと学校現場以外

での様々な専門性を持つ地域の人材と効果的に連携しつつ，教

員とこれらの者がチームを組んで組織的に諸課題に対応すると

ともに，保護者や地域の力を学校運営に生かしていくことが必

要である．このため教員は，校内研修，校外研修など様々な研

修の機会を活用したり自主的な学習を積み重ねたりしながら，

学校作りのチームの一員として組織的，協働的に諸課題の解決

のために取り組む専門的な力についても醸成していくことが求

められる． 
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３．教員のＩＣＴ活用指導力 

（１）教員の ICT 活用指導力の重要性 

 社会のあらゆる分野で情報化が進展し，携帯電話やブロード

バンド等の普及率が示すとおり情報化の主役は個人となってい

る．情報社会の進展の中で，一人一人の子供達に情報活用能力

を身に付けさせることは，ますます重要になっている． 

  また，教員あるいは子供達が ICT を活用して学ぶ場面を効

果的に授業に取り入れることにより，子供達の学習に対する意

欲や興味・関心を高め，「わかる授業」を実現することが求め

られている． 

「教員の ICT 活用指導力」は，5 つの大項目（A～E）と計

18 のチェック項目から構成された「教員の ICT 活用指導力の

基準（チェックリスト）」として策定・公表された．教員の

ICT 活用指導力チェックリストの 5 つの大項目と 18 のチェッ

ク項目について説明する． 

表１４－１ 教員の ICT 活用指導力チェックリスト 

A  
教材
研
究・
指導
の準
備・
評価
など
に
ICT
を活
用す
る能
力 

A－1 教育効果をあげるには，どの場面にどのようにしてコンピュ
ータやインターネットなどを利用すればよいかを計画する 

A－2 授業で使う教材や資料などを集めるために，インターネット
や CD-ROMなどを活用する 

A－3 授業に必要なプリントや提示資料を作成するために，ワープ
ロソフトやプレゼンテーションソフトなどを活用する 

A－4 評価を充実させるために，コンピュータやデジタルカメラな
どを活用して児童（生徒）の作品・学習状況・成績などを管理し集
計する 

B 
授業
中に
ICT
を活
用し
て指
導す
る能
力 

B－1 学習に対する児童（生徒）の興味・関心を高めるために，コ
ンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する 

B－2 児童（生徒）一人一人に課題を明確につかませるために，コ
ンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する 

B－3 わかりやすく説明したり，児童（生徒）の思考や理解を深め
たりするために，コンピュータや提示装置などを活用して資料など
を効果的に提示する 

B－4 学習内容をまとめる際に児童（生徒）の知識の定着を図るた
めに，コンピュータや提示装置などを活用して資料などをわかりや
すく提示する 

第 7 章 教員の ICT 活用指

導力の向上 
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C 
児童
（生
徒）
の
ICT
活用
を指
導す
る能
力 

C－1 児童（生徒）がコンピュータやインターネットなどを活用し
て，情報を収集したり選択したりできるように指導する 
C－2 生徒が自分の考えをワープロソフトで文章にまとめたり，調
べた結果を表計算ソフトで表やグラフなどにまとめたりすることを
指導する 

C－3 生徒がコンピュータやプレゼンテーションソフトなどを活用
して，わかりやすく説明したり効果的に表現したりできるように指
導する 

C－4 生徒が学習用ソフトやインターネットなどを活用して，繰り
返し学習したり練習したりして，知識の定着や技能の習熟を図れる
ように指導する 

D 
情報
モラ
ルな
どを
指導
する
能力 

D－1 生徒が情報社会への参画にあたって責任ある態度と義務を果
たし，情報に関する自分や他者の権利を理解し尊重できるように指
導する 

D－2 生徒が情報の保護や取り扱いに関する基本的なルールや法律
の内容を理解し，反社会的な行為や違法な行為などに対して適切に
判断し行動できるように指導する 

D－3 児童がインターネットなどを利用する際に，情報の正しさや
安全性などを理解し，健康面に気をつけて活用できるように指導す
る（小学校版），生徒がインターネットなどを利用する際に，情報
の信頼性やネット犯罪の危険性などを理解し，情報を正しく安全に
活用できるように指導する（中学校・高等学校版 

D－4 生徒が情報セキュリティに関する基本的な知識を身に付け，
コンピュータやインターネットを安全に使えるように指導する 

E 
校務
に
ICT
を活
用す
る能
力 

E－1 校務分掌や学級経営に必要な情報をインターネットなどで集
めて，ワープロソフトや表計算ソフトなどを活用して文書や資料な
どを作成する 

E－2 教員間，保護者・地域の連携協力を密にするため，インター
ネットや校内ネットワークなどを活用して，必要な情報の交換・共
有化を図る． 

４．成長する教員であるために 

今後，このような資質能力を有する，新たな学びを支える教員を

養成するとともに，「学び続ける教員像」の確立が必要である． 

特に，教科や教職に関する高度な専門的知識や，新たな学びを展

開できる実践的指導力を育成するためには，教科や教職についての

基礎・基本を踏まえた理論と実践の往還による教員養成の高度化が

必要である． 

また，「わかる授業」の推進には，「見通しと振り返り」を大切

にした授業設計に基づき，ICT 機器の特性をふまえ効果的に活用す

ることが大切である．このことから，研修では，ICT の効果的な活

用を企図した指導略案の作成や模擬授業の実施等，実践的な内容を

実施することや，日々の授業実践で留意すべき著作権・情報モラル

に関する内容や校務の情報化に対応した情報セキュリティ確保に関

教職生活の全体を通じた教

員の資質能力の総合的な向

上方策について(答申) 

平成２４年８月２８日 

中央教育審議会 
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する内容も育成する必要がある． 

実践的指導力やコミュニケーション力，チームで対応する力など

教員としての基礎的な力を十分に身に付けていないことなどが指摘

されている．こうしたことから，教員養成段階において，教科指導，

生徒指導，学級経営等の職務を的確に実践できる力を育成するとと

もに，教職員全体でチームとして取組む必要がある． 

さらに，教員は，教職生活全体を通じて，実践的指導力等を高め

るとともに，社会の急速な進展の中で知識・技能が陳腐化しないよ

う絶えざる刷新が必要であり，「学び続ける教員像」を確立する必

要がある．このような教員の姿は，子供達の模範ともなる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークショップ】 

自分の資質・能力について強み，弱みを分析し，グループで弱み

を強みに変える校内研修を提案し計画を立てなさい． 

 

平成 26 年度版情報通信白書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


